
主要品目産地概況と販売見通し（令和6年7月）
△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 75 \ 75 ▲ ＝ ＝ \ 80 (\ 83 )

総入荷量 135 ｔ 103

\ 93 \ 85 ▼ ▲ △ \ 95 (\ 92 )

総入荷量 380 ｔ 103

\ 360 \ 400 ＝ ＝ ▲ \ 430 (\ 430 )

総入荷量 80 ｔ 100

\ 491 \ 510 ＝ △ △ \ 690 (\ 639 )

総入荷量 22 ｔ 76

\ 275 \ 198 ▽ △ ▲ \ 250 (\ 238 )

総入荷量 65 ｔ 102

\ 1,600 \ 1,500 ＝ ▼ ▼ \ 1,100 (\ 1,100 )

総入荷量 10 ｔ 109

アスパラガス
産地概況

長崎、福岡産の九州産中心の入荷。下旬から長野、山形産の夏芽の入
荷が始まる。

前年比 ％

産地概況

岐阜県産主力の入荷。震災被害により出荷できなかった県内産（能登
地区）が少量であるが入荷が見込めることとなった。岐阜県産は作付
け減であり、全体的には少なめの入荷と堅調な相場を予想する。

前年比 ％

小松菜
産地概況

県内・茨城産の入荷。両産地共に潤沢な入荷を予想する。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

はくさい
産地概況

長野県産JA川上物産、川上蔬菜からの入荷。梅雨の天候次第である
が、作付面積は前年並みであり、順調な出荷がみこまれる。6玉中心の
入荷。

前年比 ％

キャベツ
産地概況

群馬・長野主力の入荷。地物も少量入荷予定。県外産はの生育は概ね
順調である。

前年比 ％

ねぎ
産地概況

大分産結束と茨城産バラの入荷。石川県の出荷が徐々に始まる。平年
並みの入荷を予想。

前年比 ％

ほうれん草



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 402 \ 400 ▼ ▲ ＝ \ 400 (\ 396 )

総入荷量 140 ｔ 103

\ 57 \ 70 ▲ ▲ ▲ \ 100 (\ 106 )

総入荷量 150 ｔ 103

\ 942 \ 920 ▼ ＝ ＝ \ 900 (\ 904 )

総入荷量 16 ｔ 103.8

\ 475 \ 450 ▼ ▼ ＝ \ 346 (\ 347 )

総入荷量 10 ｔ 101

\ 296 \ 296 ▼ ▼ ＝ \ 250 (\ 276 )

総入荷量 19 ｔ 102.7

えのき
産地概況

長野県産の入荷。雑菌による生育不良により、入荷不安定の見込み。
計画減産進み出荷減少。価格は、数量減ではあるものの、気温上昇も
ありやや下げを見込む。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

生椎茸
産地概況

石川の他富山、長野、兵庫、徳島県産の入荷。石川は、共販のみで週2
～3回の入荷。減産しているが、高温の為、引き合いが弱く、弱保合見
込。

前年比 ％

しめじ
産地概況

JA全農長野物を中心に、企業物（ホクト・ミスズ・雪国）の入荷。各
産地計画減産に入る。JA全農長野北信州みゆき地区は、季節生産者の
入荷が終了し入荷減少。ミスズ能登工場は、地震によるダメージが依
然大きく出荷できない為、長野工場へ振替となり入荷減少が見込まれ
る。需要期を外れるが、数量減のため保合で経過する見込み。また、
アイテムによっては、価格上昇も見込まれる。

前年比 ％

レタス
産地概況

長野県産の入荷。梅雨入りから不安定な出荷が見込まれ、価格は上昇
に転ずるも大幅な高値にはならない見通し。

前年比 ％

ブロッコリー
産地概況

北海道産を主に長野県産の入荷。両産地ともに安定した出荷見通しか
ら価格は前年並みを予想する。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 2,869 \ 2,980 ▲ ▲ ▼ \ 2,950 (\ 2,815 )

総入荷量 4.8 ｔ 103

\ 754 \ 708 ＝ ▲ ▲ \ 1,000 (\ 980 )

総入荷量 1 ｔ 77

\ 297 \ 290 ▼ ▼ ＝ \ 245 (\ 244 )

総入荷量 120 ｔ 105

\ 228 \ 230 ＝ ▲ ▼ \ 280 (\ 307 )

総入荷量 220 ｔ 106

\ 416 \ 350 ＝ ▲ ▼ \ 360 (\ 366 )

総入荷量 140 ｔ 103

\ 301 \ 280 ＝ ▲ ▲ \ 300 (\ 306 )

総入荷量 270 ｔ 103

\ 573 \ 433 ＝ ▲ ▲ \ 596 (\ 596 )

総入荷量 73 ｔ 101

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

産地概況

先月下旬からの梅雨入りの影響で上旬は平年に比べ少なめに推移する
見込み。中下旬には連休の絡みもあり相場は強めに展開する。

前年比 ％

春菊
産地概況

岐阜県産飛騨農協の入荷。週３回の入荷を見込む。石川産個人出荷で
数量的に少量の入荷の予想。

前年比 ％

南瓜
産地概況

大葉

長崎、鹿児島、メキシコ、石川県産の入荷。メキシコ産は上旬で終
了。鹿児島産、長崎産は中旬で終了見込み。石川産加賀市味平南瓜10
日前後の入荷。能登野菜の南瓜は月末からの入荷予定だが1月の地震の
影響で昨年より4割減の見込み。価格は昨年より若干強いと予想される

前年比 ％

胡瓜
産地概況

福島県産主力に、山形、石川、上旬より長野県産の入荷。地物は4日販
売でJA金沢が終了となり、上旬以降露地作型個人物の入荷が増量見込
み。概ね順調な入荷が見込まれる。

前年比 ％

茄子
産地概況

群馬、4日売りから開始予定の山形県産主体に茨城、石川県産短茄子、
茨城県産長茄子の入荷。群馬県産茄子は中旬以降ハウス物の出荷が減
少となり価格はやや堅調となる見通し

前年比 ％

トマト
産地概況

石川県産、小松市・松任・内浦町・完熟トマト出荷組合・緑宝会、愛
知県産ＪＡ豊橋・ひまわり・愛知みなみの入荷。上中旬までは安定入
荷ながら春作型終盤につき減少。20日頃より岐阜県産JAひだの入荷を
見込む。価格は前半安ながら中旬より上げに転じる見通し。

前年比 ％

ミニトマト
産地概況

上旬は愛知県産を中心に石川県産の入荷。中旬からは、長野県産、北
海道産が入荷予定。中旬以降春産地は終盤につき入荷が減少。価格は
中旬以降上げに転じていく見通し。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 396 \ 330 ▲ △ ▲ \ 420 (\ 492 )

総入荷量 44 ｔ 106

\ 925 \ 1,000 ▲ ＝ ＝ \ 1,000 (\ 1,011 )

総入荷量 17 ｔ 102

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

単位：円/kg

ピーマン
産地概況

高知県産露地作中心に長野県産、東北、北海道産の入荷予定。高知県
産は中旬ごろまで。夏秋物に切り替わり単価は上向きとなる。

前年比 ％

豆類
産地概況

インゲンは長野県産中心で、きぬさやは北海道産主体に長野県産の入
荷。枝豆は岐阜、群馬、石川県産の入荷。全体的に気温高の影響で前
進出荷傾向。金沢産千石豆の入荷が始まる。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 82 \ 80 ▲ ▲ ＝ \ 100 (\ 102 )

総入荷量 230 ｔ 102

\ 198 \ 190 ＝ ＝ ▼ \ 180 (\ 156 )

総入荷量 25 ｔ 111

\ 190 \ 190 ＝ ▼ ▼ \ 150 (\ 128 )

総入荷量 200 ｔ 130

\ 1,200 \ 1,141 ▼ ▼ ▼ \ 810 (\ 803 )

総入荷量 7 ｔ 104

\ 350 \ 313 ＝ ▼ ▼ \ 270 (\ 266 )

総入荷量 50 ｔ 98

\ 321 \ 320 ▼ ▼ ▼ \ 250 (\ 118 )

総入荷量 120 ｔ 85

\ 372 \ 380 ＝ ▲ ▲ \ 390 (\ 421 )

総入荷量 80 ｔ 105

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

大根
産地概況

岐阜産主力に、上旬より北海道産の入荷予定。生育は順調で、安定し
た入荷となる見込み。

前年比 ％

かぶ
産地概況

青森産の入荷となる。順調な入荷予定。

前年比 ％

人参
産地概況

青森産主力に、北海道、和歌山等の入荷予定。

前年比 ％

蓮根
産地概況

愛知県産ハウス物の入荷を見込む。概ね順調な入荷を見込む

前年比 ％

甘藷
産地概況

高知産露地物に移行、貯蔵品の茨城千葉産の入荷

前年比 ％

馬鈴薯
産地概況

関東近郊の府県産、長崎県産残量、青森県産、北海道産他雑多な入荷
となる。この時期にあった石川県産は能登半島地震の影響により、全
農石川の情報によれば面積は前年度の三割程度。しかも選果場の稼働
が未定となっている。前段産地の早期終了から単価は安価であった前
年度と比べ高値推移を見込んでいる。

前年比 ％

長芋
産地概況

北海道並びに青森産の入荷。北海道産は春掘に切り替わる。両産地共
に太物主力の入荷を見込むが、気温の上昇と共に全国的な引合の強ま
りが予想され価格は緩やかながら上昇の予想。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 154 \ 170 ＝ ＝ ＝ \ 170 (\ 106 )

総入荷量 450 ｔ 94

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

玉葱
産地概況

兵庫・富山産主力に府県産の入荷。兵庫産は田植え時期を終え出荷量
増の見込み。価格は平年に比べると高値での推移を見込んでいる。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 1,259 \ 1,170 ▼ ＝ ＝ \ 1,050 (\ 1,015 )

総入荷量 35 ｔ 106

\ 561 \ 544 ▲ ＝ ▲ \ 600 (\ 628 )

総入荷量 70 ｔ 92

\ 200 \ 200 ▲ ＝ ▼ \ 200 (\ 0 )

総入荷量 1,240 ｔ 100

\ 410 \ 400 ＝ ＝ ＝ \ 400 (\ 400 )

総入荷量 75 ｔ 90

\ 1,290 \ 1,000 ▼ ▼ ＝ \ 842 (\ 837 )

総入荷量 95 ｔ 100

\ 1,750 \ 1,750 ▲ ＝ ▼ \ 1,750 (\ 1,750 )

総入荷量 70 ｔ 100

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

ハウス
みかん 産地概況

愛知県産主力に佐賀県産の入荷。

前年比 ％

メロン
産地概況

静岡県産、石川県産アールスメロン、東北産地よりアンデスメロン、
赤肉メロンの入荷、北海道産らいでんクラウン・レッドの入荷。各産
地大玉傾向の入荷。

前年比 ％

西瓜
産地概況

石川県産の入荷予定。最盛期は、7月中旬頃予定

前年比 ％

りんご
産地概況

青森県産ふじ、シナノゴールド、ジョナゴールドの入荷。

前年比 ％

桃
産地概況

山梨産主力に下旬以降福島産、JA金沢市の入荷も始まる。

前年比 ％

ぶどう
産地概況

JAふえふき八代支所より中旬頃、入荷予定。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 174 \ 178 ▲ ▲ ＝ \ 190 (\ 193 )

総入荷量 1,400 ｔ 97.0

\ 345 \ 348 ▲ ＝ ＝ \ 360 (\ 360 )

総入荷量 40 ｔ 85.0

\ 238 \ 235 ▲ ▲ ＝ \ 235 (\ 213 )

総入荷量 20 ｔ 90.0

\ 492 \ 490 ＝ ＝ ▼ \ 470 (\ 396 )

総入荷量 50 ｔ 82.0

\ 231 \ 221 ＝ ＝ ＝ \ 230 (\ 178 )

総入荷量 47 ｔ 77.0

\ 670 \ 680 ＝ ＝ ＝ \ 680 (\ 561 )

総入荷量 100 ｔ 102.0

単位：円/kg

フィリピン産は安定した入荷ながらやや品薄。南米産は順調な入荷。
価格は高値継続。

前年比 ％

オレンジ
産地概況

アメリカ産バレンシアは早々に終了し、オーストラリア産ネーブルが
中心となる。入荷は順調でサイズも安定している。

前年比 ％

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

バナナ
産地概況

グレープ
フルーツ 産地概況

南アフリカ産はルビー種の40玉、45玉、50玉中心に安定した入荷、品
質も良好。ホワイト種は少量ながら入荷あり。価格は保合で推移。

前年比 ％

レモン
産地概況

チリ産は安定した入荷、95玉～165玉とまんべなく販売。価格はアメリ
カ産よりやや安値で推移。

前年比 ％

キウイ
産地概況

ニュージーランド産ゴールドは大玉～小玉まで順調な入荷、グリーン
は小玉に偏り33玉以下の入荷となる。価格は保合で推移。

前年比 ％

パイン
産地概況

フィリピン産パインの入荷。大玉小玉ともに安定した入荷の見込み。
価格は保合で推移。

前年比 ％


